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文
机 

 
 
 
 
 

十
六
歳 

 

石
川
に
や
な
ぎ
の
葉
の
様
な
若
鮎
の
つ
れ
だ
し
た
五
月
の
と
あ
る
日
、
神
山

薫
先
生
を
は
じ
め
て
迎
へ
る
。
い
ま
ま
で
の
ど
の
先
生
に
も
な
い
も
の
を
こ
の

君
は
も
っ
て
お
出
で
に
な
る
。
お
父
様
も
満
足
ら
し
い
。
し
み
じ
み
と
教
育
方

針
な
ど
を
話
し
て
お
出
で
に
な
る
。
私
も
う
れ
し
い
。 

 
 
 
 

一
一
九
頁 

･
･
･

私
は
只
一
す
じ
の
乙
女
ご
こ
ろ
を
は
ぐ
く
ま
れ
て
ゐ
る
。 
 
 

一
二
〇
頁 

〈
注
〉 

神
山
薫
先
生
…
父
雪
江

せ

っ

こ

う

の
三
女
、
露
子
と
正
平
の
関
係
に
運
命
的
な
つ
な
が
り

を
も
つ
。
露
子
の
自
我
形
成
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
進

歩
的
な
女
性
で
あ
る
。 

私
の
部
屋
…
…
例
の
北
の
は
し
の
四
畳
半
、
ち
か
子
さ
ん
は
そ
れ
よ
り
南
の
八 

畳
の
上
段
の
間
、
そ
の
間
の
二
畳
を
あ
ら
た
に
妹
の
文
机
と
本 

箱
、
先
生
の
御
居
間
は
新
二
階
と
よ
ん
で
、
お
じ
い
様
日
下
よ 

り
お
見
え
の
と
き
に
造
ら
れ
た
中
二
階
、
南
と
東
に
ま
ど
の
あ 

る
風
雅
な
た
て
も
の
。 

家
制
度
…
…
…
自
由
な
活
動
は
制
限
・
抑
圧
さ
れ
、
と
き
に
は
弾
圧
さ
れ
た
。 

参
考
書 

松
村
緑
編
・『
石
上
露
子
集
』・
解
説
・
中
央
公
論
新
社
・
一
七
三
頁
・（
二
〇
〇
四
） 

碓
田
の
ぼ
る
・
『
不
滅
の
愛
の
物
語
・
』
ル
ッ
ク
・ 

六
三
頁
〜
六
五
頁
・
一
八
三
頁
〜
一
八
四
頁
・（
二
〇
〇
五
） 

 

つ
き
く
さ 

 
 
 
 
 
 
 
 

二
十
一
歳 
 

石
川
の
河
原
に
さ
ざ
れ
を
ふ
ん
で
ち
ど
り
の
声
に
ほ
ゝ
笑
ん
だ
あ
の
夜
は
、

も
ち
づ
き
の
ま
ど
か
な
か
げ
の
も
と
。
相
と
も
に
云
ひ
え
ね
ば
、
か
た
り
え
ね

ば
、
其
ま
ゝ
に
、
ま
つ
よ
ひ
ぐ
さ
の
ほ
の
か
な
お
も
ひ
を
の
み
胸
に
ひ
め
て
。 

 
 
 
 
 
 

一
二
一
頁 
･
･
･

生
き
て
あ
ら
ば
人
も
わ
が
身
も
幸
せ
な
る
べ
き
に
。
一
二
二
頁 

〈
注
〉 

石
川
の
河
原
…
…
大
和
川
の
支
流
で
か
っ
て
は
石
塊
の
多
い
川
だ
っ
た
。
川
魚

が
ゆ
た
か
に
棲
み
、
夏
と
も
な
れ
ば
子
供
ら
の
格
好
の
水
遊

び
の
場
で
あ
っ
た
。 

つ
き
く
さ
…
…
…
ツ
ユ
ク
サ
の
古
名
、
こ
の
花
の
藍
色
で
布 

を
摺
り
染
め
た
も
の
は
、
水
に
落
ち
や
す 

い
と
こ
ろ
か
ら
、
「
つ
き
く
さ
」
は
人
の
世 

の
う
つ
ろ
い
や
す
い
事
の
た
と
え
に
も
使
わ
れ
て
き
た
。 

ち
ど
り
（
写
真
）
…
浅
瀬
で
エ
サ
を
さ
が
す
、
シ
ロ
チ
ド
リ
（
チ
ド
リ
科
） 

全
長
約
十
七
㎝
、
胸
の
黒
い
帯
が
中
央
で
切
れ
て
い
る
。 

ピ
オ
ピ
オ
と
鳴
く
。（
野
鳥
と
人
の
生
活
に
つ
い
て
、
大
阪 

府
河
川
協
会
二
〇
〇
七
） 

詩
の
こ
こ
ろ
…
…
詩
歌
は
静
か
な
る
と
こ
ろ
に
て
想
ひ
起
こ
し
た
る
感
動
な
り 

と
か
や
。
げ
に
、
わ
が
歌
ぞ
お
ぞ
き
苦
闘
の
告
白
な
る
。 

参
考
書 

松
村
緑
編
・
『
石
上
露
子
集
』
・
解
説
・
中
央
公
論
新
社
・
一
七
五
頁
〜
一
七
六
頁
（
二
〇
〇
四
） 

石
上
露
子
を
語
る
集
い
編
・
芝
曻
一
遺
稿
集
『
ひ
た
に
生
き
て
』・
一
四
一
頁
〜
一
四
二
頁
（
二
〇
〇
八
） 

碓
田
の
ぼ
る
・
『
不
滅
の
愛
の
物
語
』・
ル
ッ
ク
一
九
四
頁
（
二
〇
〇
五
） 

山
本
健
吉
編
・
『
島
崎
藤
村
集
』
・
藤
村
詩
集
序
・
集
英
社
・
七
頁
（
一
九
七
七
） 

す
が
が
き 

 
 
 
 

 
 

 

人
の
世
は
か
う
も
変
る
と
、
昔
日
の
う
ら
め
し
さ
も
忘
れ
て
、
お
す
き
な
道
、

召
使
の
少
女
た
ち
に
、
す
が
が
き
の
一
手
二
手
も
教
へ
て
お
や
り
に
な
っ
た
ら

と
進
め
た
り
す
る
私
。 

 

一
二
三
頁 

 

 

〈
注
〉 

す
が
が
き
…
…
…
和
琴

わ

ご

ん

の
手
法 

お
す
き
な
道
…
…
文
化
的
伝
統
と
教
養
・
風
雅
の
道 
 
 
 
 
 
 
 

露
子
は
箏

こ

と

や
上
方
舞
、
手
蹟
の
秀
麗
さ
と
書
技
の
巧
み
さ
の 

他
、
薙
刀

な

ぎ

な

た

や
鎖
鎌
の
修
業
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。 

参
考
書 

石
上
露
子
を
語
る
集
い
編
・
芝
曻
一
遺
稿
集
『
ひ
た
に
生
き
て
』・
四
五
頁
〜
四
八
頁
（
二
〇
〇
八
） 

松
本
和
男
編
・
『
論
集
石
上
露
子
』
・
田
井
戸
克
子
石
上
露
子
の
書
に
つ
い
て 

中
央
公
論
事
業
出
版
・
三
二
八
頁
〜
三
三
一
頁
（
二
〇
〇
二
） 

大
谷
渡
・『
管
野
ス
ガ
と
石
上
露
子
』・
東
方
出
版
・
一
八
四
頁
〜
一
八
六
頁
（
二
〇
〇
二
） 

 日
露
の
役 

 

先
生
は
あ
の
時
の
私
を
今
も
覚
え
て
お
い
で
に
な
る
か
、
よ
し
覚
え
て
お
い

で
に
な
っ
て
も
、
そ
れ
は
愛
国
婦
人
会
の
幹
事
と
し
て
、
地
主
の
子
と
し
て
の

み
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
ん
な
事
さ
へ
淋
し
さ
が
添
ふ
。
い
や
な
こ
と
、
き

ら
い
な
か
げ
も
い
ま
は
な
べ
て
な
つ
か
し
い
。
一
二
五
頁 

      

○ 

み
い
く
さ
に
こ
よ
ひ
誰
が
死
ぬ
さ
び
し
み
と
髪
ふ
く
風
の
行
方
見
ま
も
る

（
一
九
〇
四
） 

○ 

み
い
く
さ
に
在
る
は
か
し
こ
し
さ
は
い
へ
ど
別
れ
し
君
ぞ
わ
れ
の
泣
か
る
る 

（
一
九
〇
五
） 

参
考
書 

石
上
露
子
を
語
る
集
い
編
・
芝
曻
一
遺
稿
集
『
ひ
た
に
生
き
て
』
八
七
頁
〜
八
八
頁
（
二
〇
〇
八
） 

松
本
和
男
編
・
『
論
集
石
上
露
子
』
・
中
央
公
論
事
業
出
版
・
一
〇
〇
頁
〜
一
〇
三
頁
（
二
〇
〇
二
） 

松
村
緑
編
・『
石
上
露
子
集
』・
中
央
公
論
新
社
一
七
六
頁
（
二
〇
〇
四
） 

 露
子
の
平
和
へ
の
願
い
の
一
考
察 

  
 
 

夢
李
白 

 
 

其
一 

 

死
別
已
呑
聲 

 
 

生
別
常
惻
惻 

江
南
瘴
癘
地 

 
 

逐
客
無
消
息 

故
人
入
我
夢 

 
 

明
我
長
相
憶 

恐
非
平
生
魂 

 
 

路
遠
不
可
測 

魂
来
楓
林
青 

 
 

魂
返
關
塞
黒 

 

詩
心
を
培
っ
た
要
因 

 

①
山
と
河
の
あ
る
南
河
内
地
域
の
地
理
的
状
況 

②
母
と
の
生
別
、
実
ら
ぬ
恋
な
ど
悲
劇
的
な
青
年
時
代 

③
神
山
先
生
の
教
育 

④
家
制
度
と
長
女
と
し
て
の
責
任
感 

⑤
明
治
の
時
代
的
思
潮 

 

河
内
野
の
白
菊
に
た
と
え
ら
れ
た
露
子
は
、
ち
ょ
っ
と
ハ
イ
カ
ラ
で
、
芯
の
強

い
明
治
の
女
性
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
ロ
マ
ン
ス
は
結
ば
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

悲
劇
や
挫
折
感
を
乗
り
越
え
て
、
夢
と
希
望
を
も
っ
た
人
間
愛
（
ヒ
ュ
ー
マ
ニ

テ
ィ
）
が
あ
り
、
詩
心
の
底
辺
に
は
平
和
を
願
う
露
子
が
い
た
と
考
察
す
る
。 

参
考
書 

田
中
克
己
他
・『
中
国
古
典
文
学
大
系
十
七
・
杜
甫
』
平
凡
社･

二
三
六
頁･

四
三
六
頁
（
一
九
八
七
） 

牧
口
常
三
郎
・『
人
生
地
理
学
』・
文
会
堂
書
店
一
六
〇
頁
・
二
〇
五
頁
〜
二
〇
六
頁
（
一
九
〇
八
）（
復
刻
） 

松
本
和
男
個
人
編
輯
・
『
石
上
露
子
研
究
』
河
内
野
の
白
菊
・
明
文
社
・
二
三
八
頁
（
一
九
九
六
） 

大
谷
渡
・『
管
野
ス
ガ
と
石
上
露
子
』・
自
我
の
め
ざ
め
と
苦
悩
・
東
方
出
版
一
九
六
頁
（
二
〇
〇
二
） 

松
原
市
郷
土
研
究
室
編
・
『
松
原
市
の
史
蹟
』
・
七
頁
〜
五
三
頁
（
一
九
六
二
） 

 

 

一
一
八
頁
〜
一
二
五
頁 

 
 

青
春
の
回
想 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

十
四
歳 

 
 

母 
 

静
か
に
暮
れ
残
る
奥
庭
の
と
あ
る
石
に
よ
っ
て
木
蓮
の
白
う
咲
く
下
で
ち

か
子
さ
ん
に
大
学
や
中
庸
の
素
読
を
す
る
私
、
か
っ
て
の
日
の
ま
こ
と
の
母
を

お
も
か
げ
に
し
て
か
、
ち
か
子
さ
ん
へ
の
せ
め
て
も
の
心
な
ぐ
さ
め
か
。 

（
一
一
九
頁
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〈
注
〉 

十
四
歳
…
今
で
は
中
学
二
年
の
こ
ろ
、
異
性
へ
の
関
心
が
高
ま
る
時
期
、
思
春

期
。 

大
学
…
…
修
身
・
斉
家

せ

い

か

・
治
国
・
平
天
下
の
政
治
哲
学
と
学
問
を
直
結
し
た
儒 

学
の
精
髄 

中
庸
…
…
「
誠
」
と
「
中
」
を
基
本
原
理
と
し
天
人
一
理
を
説
い
た
形
而
上
哲 

学
の
書 

唐
詩
選
…
唐
詩
の
選
集
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
・
百
三
十
人
の
詩
人
の
作
品
、
四
百 

六
十
五
首
を
収
録 

母
の
詩 

母
よ
！
母
よ
！ 

貴
女
は 

私
の
心
の
女
王
だ 

私
が
苦
し
み
に
苛

さ
い
な

ま
れ
る
と
き 

貴
女
は
い
つ
も
私
を
励
ま
し
て
く
れ
た 

ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も 

貴
女
だ
け
は
私
の
人
生
に 

い
つ
も
光
を
贈
っ
て
く
れ
た 

母
よ
！
母
よ
！ 

貴
女
こ
そ
私
の
心
の
女
王
だ 

Ｐ
・
ラ
ム
リ
ー
（
一
九
二
九
ー
七
三
）
映
画
監
督
・
男
優 

歌
手
・
作
曲
家
（
マ
レ
ー
シ
ア
の
国
民
的
芸
術
家
） 

参
考
書 

松
村
緑
編
・
『
石
上
露
子
集
』
・
解
説
・
中
央
公
論
新
社
一
八
三
頁
・
一
六
八
頁
・
（
二
〇
〇
四
） 

松
本
和
男
編
・『
論
集
石
上
露
子
』・
宮
本
正
章
『
明
星
』
掲
載
の
露
子
短
歌
評
訳
・
中
央
公
論
事

業
出
版
八
二
頁
（
二
〇
〇
二
） 

大
谷
渡
・『
管
野
ス
ガ
と
石
上
露
子
』・
実
母
と
の
生
別
・
東
方
出
版 

一
八
六
頁
〜
一
八
八
頁
・（
二
〇
〇
二
） 

小

板

橋 

石上露子を 
語 る 集 い  
2009.11.18 
= 代  表  者 = 
宮 本 正 章  
=顧 問・編 集= 
萬 谷 順 一  
高 畑 光 男  
= 事務局・編集者 = 
大 石 照 子  
富 田 林 市  
津々山台1-18-15 
☎0721-29-1576 
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第

七

回 
 

 
 
 

石
上
露
子 
自
伝
「
落
葉
の
く
に
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春
愁

し
ゅ
ん
じ
ゅ
う

の
一
首
だ
ろ
う
。 

作
者
が
ま
だ
、
早
稲
田
の
英
文
科
に
入
学
当
時
と
す
る
に
は
遠
い
が
、
あ
の

辺
り
に
は
二
回
住
ん
で
い
た
様
で
す
。 

緑
に
蔽

お

お

わ
れ
た
目
白
台

め

じ

ろ

だ

い

の
僧
園
辺
り
で
鳴
り
出
す
夕
べ
の
鐘
の
音
は
路
ゆ
く

若
い
自
分
に
、
恰

あ
た
か

も
嘆
け
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
情
味

じ

ょ

う

み

深
く
鳴
り
い
で
た
と
言

う
の
で
あ
ろ
う
。 

僧
園
と
は
寺
院
の
あ
る
所
。 

憧
れ
を
も
つ
若
い
日
で
あ
る
、
こ
の
鐘
の
音
が
エ
ル
サ
レ
ム
か
ら
で
も
響
い

て
く
る
様
に
も
思
わ
れ
た
に
違
い
な
い
。 

一
首
を
美
し
く
、
清
ら
か
に
貫
い
て
い
る
リ
ズ
ム
は
心
の
底
か
ら
湧わ

き
出
る

溜た

め
息

い

き

の
懐
か
し
さ
を
持
っ
て
い
る
。 

「
い
ま
は
た
」
と
鳴
り
出
で
た
鐘
の
音
は
、
結
句
「
な
り
い
で
に
け
む
」
と

い
う
余
韻
を
、
夕
べ
の
空
に
遠
く
霞
み
入
る
か
に
な
る
ま
で
響
か
し
て
い
る
。 

愛
誦
す
る
一
首
で
も
あ
る
。 

小

板

橋

短

歌

会 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
芝
曻
一
氏
） 

① 

第
二
基
の
露
子
の
歌
碑
の
建
立
を
祝
ひ
て
師
の
遺
志
天
に
か
が
や
く 

村
上
悦
也 

 

（
知
覧
特
攻
基
地
跡
に
て
） 

② 

死
地
目
ざ
し
南
へ
洋
上
五
百
キ
ロ
二
時
間
半
に
何
を
思
ひ
し 加

藤
貫
一 

 

③ 

お
と
ず
る
る
人
な
き
深
山
の
高
貴
寺
を
好
み
し
子
息
と
の
墓
碑
の
慎

つ

つ

ま
し 

高
石
志
奈
枝 

 

④ 

嵐
過
ぎ
露
子
の
歌
碑
を
建
立
す
鎮
守
の
森
に
朗
詠
こ
だ
ま
す 田

口
勝
代 

 

⑤ 

葛
城
山
の
や
ま
ぎ
わ
仄
と
明
る
み
て
淡
く
始
む
る
河
内
野
の
あ
さ 

右
手
和
子 

 

⑥ 

台
風
の
去
り
て
ひ
ん
や
り
湿
り
た
る
落
葉
ふ
み
ゆ
く
高
貴
寺
へ
の
坂 

黒
島
和
子 

 

⑦ 

朝
毎
に
行
方

ゆ

く

て

さ
え
ぎ
る
女
郎
蜘
蛛
女
帝
の
如
く
上
座
で
睨

に

ら

む 

勝
間
さ
と
子 

 
⑧ 
山
寺
の
つ
ゆ
子
愛
せ
し
こ
の
み
寺
今
日
命
日
の
歌
碑
の
幕
ひ
く 

芝
て
る
子 

 

⑨ 

初
霜
の
落
ち
葉
に
降
り
る
こ
の
夜
ご
ろ
い
ま
再
び
の
学
び
は
じ
め
む 

久
保
満
夫 

 

⑩ 

秋
雨
の
古
杉
あ
ら
う
高
貴
寺
に
石
上
露
子
の
歌
碑
い
ま
た
ち
ぬ 

奥
野
令
子 

 

例
会
予
定
の
お
知
ら
せ 

 

十
二
月 

 
 

石
上
露
子
没
後
五
十
年
記
念
事
業
慰
労
会 

 

日 

時 

十
二
月
十
三
日
（
日
） 

午
前
十
一
時
三
十
分 

送
迎
バ
ス 

集
合
場
所 

近
鉄
南
大
阪
線 

 

富
田
林
駅
西
ロ
ー
タ
リ 

十
時
五
十
分
発 

 
 
 

 
 

喜
志
駅
西
ロ
ー
タ
リ 

 

十
一
時
発 

現 

地 

十
一
時
三
十
分 

 

会 

場 

梅
廼
家

う

め

の

や

（
〇
七
二
）
九
五
五
‐
一
一
〇
四 

会 

費 

五
〇
〇
〇
円
（
一
部
会
負
担
） 

問
合
せ 

〇
九
〇
‐
二
二
八
一
‐
九
二
一
七 

大
石 

 

〇
七
二
一
‐
二
三
‐
四
一
六
四 

 

田
口 

 
 

 
 
 
 

 
 

       

一
月
例
会 

 

日 

時 
 

一
月
十
七
日
（
日
）
午
後
一
時
よ
り 

場 

所 
 

富
田
林
市
立
中
央
公
民
館
（
予
定
） 

テ
ー
マ 

 

落
葉
の
く
に 

講
読 

講 
 

師 
 
 
 
 
 
 

奥
村 

和
子
氏 

助 
 

言 
 
 
 
 
 
 

宮
本 

正
章
氏 

司
会
進
行 

 
 
 
 
 
 

萬
谷 

順
一
氏 

 

小
板
橋
短
歌
会
詠
草
の
合
評 

助 
 

言 
 
 
 
 
 
 

高
石
志
奈
枝
氏 

例
会
に
は
石
上
露
子
集
（
中
央
文
庫
）
必
携
の
こ
と 

 

小
板
橋
短
歌
会
へ
の
詠
草
は
毎
月
末
ま
で
に
一
人
一
首
事
務
局
ま
で 

宮
本
正
章
著
『
石
上
露
子
百
歌
』 

 

松
本
和
男
編
著
『
石
上
露
子
文
学
ア
ル
バ
ム
』 

 

富
田
林
市
旧
杉
山
家
住
宅
（
重
要
文
化
財
）
に
展
示
し
て
あ
り
ま
す
。 

手
に
と
っ
て
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

問
合
せ
先 

〇
九
〇
ー
二
二
八
一
―
九
二
一
七 

事
務
局 

大
石 

 

小

板

橋

だ

よ

り 

◇ 

会
報
小
板
橋
の
発
行 

十
二
月
号
・
一
月
号
合
併
号
と
し
ま
す
。 

 

◇ 

一
月
小
板
橋
短
歌
会
へ
の
詠
草
と
新
年
の
ご
挨
拶
は 

十
二
月
末
ま
で
に
事
務
局
ま
で
。 

 

一
、
石
上
露
子
文
学
ア
ル
バ
ム
五
十
冊 

東
京
都 

 

松
本 
和
男
様 

一
、
金 

五
仟
円
也 

 
 
 
 
 
 
 

豊
中
市 

 

岡
田 
政
豊
様 

一
、
金 

参
萬
円
也 

 
 
 
 
 
 
 

東
京
都 

 

河
澄
恵
美
子
様 

一
、
金 

参
萬
円
也 

 
 
 
 
 
 
 

西
宮
市 

 

勝
間
さ
と
子
様 

 

右
の
通
り
御
芳
志
を
拝
受
い
た
し
ま
し
た
。 

紙
上
を
以
っ
て
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 

 

名
作
逍
遥 

 

（
北
原 

白
秋
篇
）
二
・
三 

 

山
内
三
千
雄 

嘆な

げ

け
と
て
い
ま
は
た
目
白
僧
園

め

じ

ろ

そ

う

え

ん

の
夕

ゆ
ふ
べ

の
鐘か

ね

も
な
り
い
で
に
け
む 

 

歌
集
「
桐
の
花
」
（
薄
明

は

く

め

い

の
時
）
所
収
。 

初
夏
で
あ
る
。
茴
香
の
畑
に
出
て
み
る
。 

茴
香
も
、
身
の
丈
は
自
分
と
同
じ
程
で
あ
り
な
が
ら
、
早
や
花
を
咲
か
せ
始
め

て
い
る
。 

初
句
に
主
観
の
勁

つ

よ

い
言
葉
を
据す

え
て
い
る
が
、
こ
う
詠
い
た
か
っ
た
の
も
、
全

て
の
事
が
哀
れ
を
そ
そ
り
、
感
情
が
溢
れ
、
茴
香
に
も
劣
る
身
の
さ
び
し
さ
が
、

い
た
く
顧
み
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
あ
わ
れ
で
あ
る
。 

茴
香
と
は
薬
草
の
一
種
で
、
香
辛
料

こ

う

し

ん

り

ょ

う

と
し
て
も
人
の
生
活
に
近
く
親
し
み
和

な

ご

ま

れ
て
い
る
花
で
も
あ
る
。 

か
く
、
初
句
は
勁
い
主
観
で
打
ち
だ
し
た
た
め
に
、
以
下
は
努
め
て
写
実
的
に

詠
う

た

い
、
懐
か
し
い
心
を
内
包
さ
せ
な
が
ら
、
余
韻
を
持
た
せ
て
収

お

さ

め
て
い
る
。 

円
錐
形
詠
法

え

ん

す

い

け

い

え

い

ほ

う

と
で
も
言
う
べ
き
で
し
ょ
う
か
。 

「
身
丈
お
な
じ
き
」
甚
だ
潤
い
を
も
た
せ
た
句
で
あ
る
。 

懐
か
し
み
や
ら
、
勁
く
主
観
性
も
出
し
な
が
ら
、
南
欧

な

ん

お

う

の
官
能
的
な
花
の
香

か

お

り

に
で
も
魅ひ

か
れ
て
、
生
み
だ
さ
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
と
ま
で
想
像
を
駆か

ら
し

め
る
。 

こ
う
言
う
味
わ
い
の
あ
る
歌
に
出
逢
う
と
、
常
に
渇
き
勝
ち
で
あ
る
自
身
の
心

が
顧
み
ら
れ
て
く
る
。 

僅
か
一
本
の
草
花
に
も
他
人
事

ひ

と

ご

と

な
ら
ぬ
愛
着

あ
い
ち
ゃ
く

の
起
き
る
愛

い

と

し
さ
こ
そ
は
欲
し

い
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

こ
の
歌
の
力
点

り

き

て

ん

は
全

す

べ

て
此
処
に
集
中
さ
れ
て
い
よ
う
。 

敏
感

び

ん

か

ん

な
神
経
と
、
独
自

ど

く

じ

の
嗜
好
性

し

こ

う

せ

い

が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

わ
が
世
さ
び
し
身
丈

み

た

け

お
な
じ
き
茴
香

う
い
き
ょ
う

も
薄
黄

う

す

き

に
花
の
咲
き
そ
め
に
け
り 

 

梅廼家 
最寄り駅  
近鉄南大阪線 道明寺駅  
徒歩約４分 
道明寺天満宮前 
 


